
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１５年秋、ラグビーワー

ルドカップでの日本の活躍は

世界を驚かせました。世界が注

目するきっかけとなった日本

対南アフリカの試合は、今回の

ワールドカップのベストマッ

チモーメントに選ばれ、世界中

が２０１９年の次回ワールド

カップ日本開催を楽しみにし

ています。すでに決勝戦が開催

されるのは横浜国際総合競技

場（日産スタジアム）に決定し

ており、いまからしっかり準備

をしておく必要があります。 

横浜市ラグビー協会で顧問を

務める市会議員は黒川まさる

市議ただ一人です。一時は危ぶ

まれたラグビーワールドカッ

プ開催都市への横浜市の立候

補、７０人を超える超党派の議

員が参加してくれた『２０１９

ラグビーワールドカップを成

功させる横浜市会議員の会』の

設立準備、子供や女性を巻き込

んだタグラグビーや７人制ラ

グビーの普及啓発活動などに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒川議員は、横浜市ラグビー協

会の沼田会長とともに地道に

取り組んできたそうです。サッ

カーのワールドカップやオリ

ンピックに匹敵すると言われ

る大会を横浜で開催すれば、シ

ティーセールスやスポーツを

通じた人材育成の実践になり

ます。しかし当初は競技場の改

修に多額の費用が掛かること

もあり、行政も議会も賛同者ば

かりではありませんでした。 

最初の追い風は新国立競技

場が間に合わなくなった時、次

は日本代表チームがワールド

カップで大活躍した時でした。

９月の半ばから１０月にかけ

ては、南アフリカ戦の歴史的勝

利、『市会議員の会』の設立、

２０１９日本大会決勝戦横浜

開催決定、大勝したサモア戦の

パブリックビューイングの実

施と、蒔いてきた種が一気に咲

き誇ったようでした。そして市 

会決算特別委員会では林市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に対し、ラグビーのビッグマッ

チの招致を積極的に進めるべ

きと黒川議員は自民党を代表

して訴えました。 

議会終了後の１０月２８日

から６日間、黒川市議は『市会

議員の会』の有志とともにロン

ドンを視察しました。ロンドン

市やイギリス政府傘下のスポ

ーツ関連機関との意見交換、ジ

ャパンパビリオンでの旧知の

岡村日本協会会長、森元総理大

臣、鈴木大地スポーツ庁長官ら

国のキーマンとの交流、オリン

ピックスタジアムでの３位決

定戦の試合観戦、トラファルガ

ー広場のファンゾーンでの決

勝戦観戦と、４年後に向けて意

義深い視察になったそうです。 

素晴らしい大会の運営と将

来の世代へのレガシーの活用

をロンドンに学び、これからの

４年間でしっかりと『前へ』進

めていくと黒川市議は決意を

新たに語ってくれました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度の決算を審議する横

浜市会決算特別委員会の初日、

黒川市議は、一問一答形式で林

市長に論戦を挑み、当局側から

多くの前向きな答弁を引き出

しました。その一部をここに紹

介します。（詳細は横浜市会ホ

ームページをご覧ください。） 

黒川市議（以下Ｑ）：来年度末

に横浜市内で開催される『全国

都市緑化フェア・横浜フェア』

の計画には目玉がない。１８区

とも連携し、将来のレガシーと

なるシンボルを創るべきだ。 

林市長ら当局答弁（以下Ａ）：

時間もないがあらためて検討

し、各区との連携やシンボル創

りに取り組む。 

Ｑ：横浜マラソンにおいて、市

民の誰もが参加できるウォー

キングイベント『レースデーウ

ォーク』を実施し、かつてのホ

ノルルマラソンのように市長

も参加して欲しい。 

Ａ：次回は無理だが今後実施に

向けて検討する。 

Ｑ：横浜スタジアムの集客向上

策を見習って横浜国際競技場

（日産スタジアム）も維持修繕

費だけでなく魅力向上予算を

つけ、活性化を図るべきだ。 

Ａ：様々な魅力向上策を打ち出

しているつもりだが、今後も積

極的に取り組みたい。 

 

 

 

 

 

 

八景小学校ではバルセロナ五輪の

出場経験を持つ渡辺高博さん、金沢

高校では世界的ダンスチームのＬＵ

ＣＩＦＥＲさんによる体験レッスン

を黒川市議は視察しました。横浜市

では様々な分野で超一流の選手やア

ーチストを学校に招いて子供たちが

超一流に触れる機会を作っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：同競技場ではラグビーの試

合開催経験が乏しいので、協会

に働きかけてラグビーのビッ

グマッチを開催しよう。 

Ａ：４年後のワールドカップで

は決勝戦以外も数試合、それま

での期間も国際親善マッチや

スーパーリーグなどのビッグ

マッチの招致に取り組む。 

 

 

 

 

 昨年の自民党副団長の際に

消防団活動充実強化費の予算

化に取り組み、本年度黒川まさ

る市議は消防担当の常任委員

会の副委員長を務めています。     

地域の特性に応じた予算の活

用や団員の新規獲得など、消防

団活動がさらに充実するよう

応援してまいります。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：国内有数の規模と能力を持

つ下水道事業は、水道局と連携

し地方自治体への支援、海外へ

の展開をさらに進めるべき。 

Ａ：すでに取り組んでいるが民

間企業とも連携して今後も展

開していきたい。 

Ｑ：膨大な下水道管の維持管

理・長寿命化のためには調査・

点検を着実に進め、事故を未然

に防ぎ、アセットマネジメント

の視点で効果的に下水道環境

の整備が必要だ。 

Ａ：調査診断やデータ化作業な

どは地域に根差して頑張って

いる地元の事業者としっかり

連携をして今後も進めていく

よう努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

Ｑ：戸建ての住宅街、集合住宅

団地、それぞれに高齢化、老朽

化が進み住み替えや世代交代

につながらない。土地の分割分

譲や多世代同居、建て替えの促

進や家賃の値下げなど、若い世

代に選んでもらえる住宅政策

を大胆に打ち出すべきだ。 

Ａ：十日町など市内４か所で取

り組んでいる『持続可能な住宅

地モデルプロジェクト』では地

元の事業者とともに多様な住

まいやエネルギーマネージメ

ントに取り組んでいる。成功事

例は積極的に全市展開したい。 

Ｑ：シーサイドラインの金沢八

景駅接続を契機に、並木の団地

再生、工業団地の活性化、沿線

の観光資源の掘り起こしなど

に積極的に取り組み、金沢八景

駅の複線化に伴って運行本数

を増便すべきだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ：新たな需要の掘 

り起こしには積極的 

に取り組みたい。増 

便については次々期 

の中期経営計画には 

反映できるよう努力 

していく。 

Ｑ：平潟湾の水質環 

境保全のため、アサ 

リやカキを乱獲する 

者たちを市独自の条例で取り

締まるとともに、２０年近く行

われていない平潟湾の浚渫事

業を環境保全・災害対策の面か

らも実施を求める。 

Ａ：国の法律や県の条例に則っ

て対処しており、条例化は難し

い。いずれの課題も引き続き地

域の声を聴いて新たな課題が

あれば必要な対応を進める。

Ｑ：各局が協力し合って、商店

主や小規模事業主、専業主婦な

どのがん検診の情報が届きに

くく、検診の時間も作りにくい

人たちへの検診率向上策を進

めるべき。『がん月間』『がんウ

ィーク』などの集中啓発期間を

設けるべきではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ：がん撲滅対策推進条例の趣

旨に則り、全局的に対応を進め、

議会に報告していく。集中啓発

期間は条例に則って策定する。 

Ｑ：地域貢献企業の認定事業に

ついて、地域のつながりが強い

区役所や、企業や団体との協働

に取り組んでいる各局に協力

してもらい、地域貢献や社会貢

献に対する意識の高い企業を

掘り起こして認定企業をさら

に増やそうではないか。 

Ａ：企業の社会貢献や地域貢献、

従業員へのワークライフバラ

ンスなどの意識は非常に高ま

ってきている。認定事業はその

中核として区や局と情報を共

有して成果を上げていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

Ｑ：首都高速とＮＥＸＣＯが入

り乱れる首都圏の高速道路網

について利用者が不公平感な

くわかりやすく利用できるよ

うにと以前から訴えてきたが、

平成２８年からの新たな料金

体系で横浜市民が損をするよ

うなことはないのか。 

Ａ：距離に応じた料金体系に統

一するとともに、大幅な値上げ

になってしまう道路は当面緩

和措置をとる。同じ目的地であ

れば違うルートでも値段が変

わらないよう工夫する。道路の

選択肢が増えれば横浜市民に

とっても利便性が高まるはず。 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：特別自治市の実現に向けて

平成２８年度から県との二重

行政の解消に向けた『指定都市

都道府県調整会議』が設置され、

県からの権限や財源、人材や施

設などの横浜市への移管が今

後進んでいくはずだが、河川や

崖対策における県の治水事務

所の役割の委譲についてはど

う捉えているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パネルを活用した街頭政策広報活動、

インターネット放送の活用、自転車

遊説活動、ポスターや名刺の工夫な

ど、普段からも選挙中も独自の政策

を発信してトップ当選を果たした黒

川まさる議員の秘策が全国から集ま

った地方議員に対し披露されました。 

Ａ：人材や施設、大規模な維持

管理や土木事業についての議

論はこれからだが、重要な視点

だと認識はしている。議会とも

よく相談して進めていきたい。

Ｑ：マイナンバー制度の導入に

より住民票や印鑑証明などの

コンビニエンスストアでの交

付が本格化し、行政手続きが簡

素化・ＩＴ化されると区役所の

窓口業務も減ってくるが、将来

の区役所の在り方をどう捉え

ているか。 

Ａ：来庁者が減る分、地域のみ

なさんと行政・市民団体などを

つなぐコーディネート機能や

相談機能を高め、地域の住民に 

寄り添ったきめの細かい住民

自治が実現できると思う。 

Ｑ：都市内分権が進み区役所が

変われば、区選出の市会議員の

役割も変わる。区民による選挙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で選ばれた住民代表である市

会議員の役割や区政へのかか

わり方についてどう考えるか。 

Ａ：議会で議論して決めるべき

ことだが、目的が特化した市民

団体への予算措置や、世代間や

地域間で意見が異なる課題の

解決にはニュートラルな視点

を持つ住民代表としての市会

議員の存在は重要である。 

 日本最大の基礎自治体とし

ての横浜市の将来を、前例にと

らわれず独自の視点で林市長

と議論を交わすことが出来た

と、黒川まさる議員は語ります。

大規模イベントや国際戦略か

ら、地元である金沢区の細かい

課題まで、幅広く議論を交わし

賛同者を集め政策を実現でき

る実力を持った政治家として、

黒川まさる議員の今後の活躍

が大いに期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 


